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取組の対象組織・活動の明確化 

1．組織の概要 

1）事業所名：春日井化工株式会社 

2）代表者：代表取締役社長 畑 慶彦 

3）所在地 

本社、工場、寮：愛知県春日井市美濃町 3 丁目 233 番地 

材料倉庫：愛知県春日井市美濃町 3 丁目 254 番地 

製品倉庫：愛知県春日井市美濃町 3 丁目 13 番地 

原料倉庫、駐車場：愛知県春日井市美濃町 3 丁目 245 番地 

         TEL 0568-31-8821 FAX 0568-31-8816 

4）会社概要：2015 年 8 月創立（創業より 62 年） 

      年間売上高 8 億 85 百万円（2022 年 1 月 1 日～2022 年 12 月 31 日） 

5）敷地面積；5587.42 ㎡（所有地 5050.88 ㎡：借地 536.54 ㎡） 

6）総床面積：4452.97 ㎡（工場 4132 ㎡：事務所 268.57 ㎡：寮 52.4 ㎡） 

7）従業員 49 名（役員 3 名、正社員 25 名、嘱託 3 名、パートタイマー3 名 

         技能実習生 11 名、派遣社員 4 名） 

2022 年 12 月 31 日現在 

8）事業内容：ホウロウ製品加工業 

9）環境管理責任者：管理部 副部長 小嶋 高志 

  及び連絡先 ；愛知県春日井市美濃町 3 丁目 233 番地 

TEL 0568-31-8821 FAX 0568-31-8816 Email: kasugai@kxa.biglobe.ne.jp 

10)環境活動組織図（別紙-1） 

2.対象範囲 

1）サイト：本社・工場、材料倉庫、製品倉庫、原料倉庫 

      （駐車場、寮は個人管理のため除く） 

2）事業活動：ホウロウ製品加工業 

（販売業は登記簿に記載されているが現在の生産形態は受託加工であり、自社ブランド

の生産 

及び販売の実績がないため、今回は加工業のみを対象範囲とした。） 

3）従業員：役員、正社員、嘱託、パートタイマー、技能実習生、派遣社員 
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作成者：小嶋 作成日：2022 年 1 月 7 日 

3．環境活動組織図 

（注記）この組織図については 2022 年 1 月 7 日から運用するものとする。 

                  ◎責任者 〇副責任者 

代表者 

代表取締役社長 畑 慶彦 

 

環境管理責任者 

管理部 副部長 小嶋 高志 

                    

環境管理委員会 

◎畑 慶彦〇本田 達己 

樋口 義和、杉山 正、小嶋 高志、髙木 昇、橋本 竜二 

 

環境管理事務局 

◎本田 達己 〇小嶋 高志 戸室 浩江 

 

本社事務所  

 

 

工場  倉庫 

◎戸室 浩江 

〇安藤 博之 

◎髙木 昇 

〇橋本 竜二 

◎鈴木 佑一 

〇小宮 髙明 

 

役職 役割・責任・権限 

 

代表取締役社長 

環境管理システムの総責任者。環境方針を決める。 

環境管理責任者の任命。資源（人員・設備・費用）の準備 

全体の取組状況の評価と見直し。 

環境管理責任者 環境計画立案・教育の実施。実施状況の確認。 

環境活動の取組結果を確認。 

環境経営レポートの確認。 

 

環境管理委員会 

環境目標の取決め、環境活動計画の取決め。 

環境目標の達成状況の確認。 

環境活動計画の進捗状況の点検、評価及び対策を検討。 

環境管理事務局 文書の作成管理。 

システム運用上の事務管理。 

環境活動計画実施の実績集計。 

環境経営レポートの作成。 

各責任者 環境目標を達成するための推進・提案。 

全従業員 自主的・積極的に環境活動へ参加。 
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4．環境経営方針 

 

① 客先を通じ基本理念の「製品を誠意の魂とする」を世界・日本に発信します。 

 

② 人材育成に取り組み雇用を継続し、事業の安定を計ります。 

 

③ 環境に関わる法規制条例を遵守します。 

 

④ 排出する二酸化炭素の削減に努めます。そのためには工程内不良を削減し、 

化石燃料・電気の使用量を減らします。 

 

⑤ 全員参加で産業廃棄物量の削減に取り組みます。 

 

⑥ 製造工程で使用する水の使用量の削減に取り組みます。 

 

⑦ 製造工程で使用する特定化学物質の適正管理に努め、削減に取り組みます。 

 

⑧ 環境経営の継続的改善を実施し、環境問題への積極的な取り組みに努めます。 

 

 

制定日 2010 年 6 月 1 日 

改定日 2018 年 4 月 2 日 

春日井化工株式会社 

代表取締役社長 畑 慶彦 
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5．環境経営目標   

単年度数値目標（生産量ｔあたり） 

2021 年 1 月～12 月の実績を基準値として下記の削減目標で削減する。 

取組項目 基準値 単位［原単位］ 2022 年 

削減目標 絶対値 

 

Ⅰ、二酸化炭素排出量の 

削減 

1301.67 kg－CO₂/生産量

(t) 

1% 

1288.65 

2306 t-CO₂ 総量 

1）電力使用量の削減 575.78 kWh/生産量(t) 
1% 

570.02 

2）化石燃料の削減    

・液化石油ガス使用量の削

減 

342.35 kg/生産量(t) 
1% 

338.93 

・ガソリン使用量の削減 0.17 ℓ/生産量(t) 
5% 

0.16 

・灯油使用量の削減 0.99 ℓ/生産量(t) 
1％ 

0.98 

Ⅱ、廃棄物排出量の削減 446.28 kg/生産量(t) 
1％ 

441.81 

1）埋立廃棄物の削減 300.46 kg/生産量(t) 
1％ 

297.46 

2）廃棄物リサイクル化 
廃棄物排出量

の 4.12％以上 

廃棄物リサイクル 

/廃棄物排出量 
4.12％以上 

Ⅲ、水使用量の削減 14.27 ㎥/生産量(t) 
1% 

14.13 

Ⅳ、化学物質の適正利用 15.78 kg/生産量(t) 
1％ 

15.62 

Ⅴ、自らが生産・販売・提

供する製品及び、サービス

に関する項目 

 顧客仕様に基づく受注生産の中

で対応する 
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6．環境経営計画（単年度目標） 

基準数値は 2021 年１月～12 月の実績を生産量（ｔ）で割った値とする。 

目標 1：二酸化炭素排出量を基準値の 1％削減する。 

 

目標 2：電力使用量を基準値の 1％削減する。  

1、工場内放送の休日電源停止  

2、使用後のトイレ消灯     

3、コンプレッサーのエアー漏れチェックと修理。 

 

目標 3：化石燃料の削減（LP ガス・灯油を基準値の 1％削減、ガソリンを基準値の

1％削減） 

1、 焼成炉ラジアントチューブ、マニホールドのメンテナンスによる燃焼不良削

減。 

2、消耗品購入での社用車使用を減らす。（ネット購入、商社購入） 

 3、会議室・食堂などの灯油ストーブの無駄のない点火・消火を徹底する。 

  

目標 4：廃棄物排出量を基準値の 1％削減する。 

 1、塗装ブースの洗浄回数を減らし汚泥の元になる釉薬排水を削減する。 

 2、廃硫酸に社内再利用を標準化し数量把握をして実績に反映させる。 

  

目標 5：水使用量を基準値の 1％削減する。 

 1、全体朝礼で節水の大切な理由（排水処理のコスト削減）を繰り返し説明する。 

 

目標 6：特定化学物質を基準値の 1％削減する。 

1、 釉薬管理簿で無駄な釉薬の購入を抑え、廃棄釉薬を減らす。 

 

目標 7：自らが生産・販売・提供する製品及び、サービスに関する項目 

1、 主要得意先の納品を通い箱にすることにより廃棄物を出さないようにする。 
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7．環境経営目標の実績（生産量ｔあたり） 

2021 年 1 月～12 月の実績を基準値として下記の削減目標で削減する。 

  基準   2022 年運用期間（1～12 月）実績 

取組項目 基準値 

削減目標 

 

実績 削減率 結果 

  絶対値  

1、二酸化炭素排出量の削減 

kgCO₂/生産量（ｔ） 
1301.67 1%  1240.50 4.7% 〇 

ｔ－CO₂（総量） 2306    2236     

1） 電力消費量の削減  

2） kwh/生産量（ｔ） 
575.78 1%  563.33 2.2% 〇 

2）化石燃料の削減            

・液化石油ガス使用量の削減 

kwh/生産量（ｔ） 
342.35 1%  329.07 3.9% 〇 

・ガソリン使用量の削減     

ℓ/生産量（ｔ） 
0.17 5%  0.14 19.2% 〇 

・灯油使用料の削減       

ℓ/生産量（ｔ） 
0.99 1%  0.92 7.3% 〇 

Ⅱ、廃棄物排出量        

㎏/生産量（ｔ） 
446.28 1%  431.05 3.4% 〇 

1）埋立廃棄物の削減      

㎏/生産量（ｔ） 
300.46 1%  314.66 △4.7％ × 

2）廃棄物リサイクル化     

廃棄物排出量にしめる％  
4.12% 4.12％以上  8.3% 4.2% 〇 

Ⅲ、水使用量の削減       

㎥/生産量（ｔ） 
14.27 1%  12.98 9.0% 〇 

Ⅳ、化学物質の適正使用     

㎏/生産量（ｔ） 
15.78 1%  16.11 -2.1% × 

Ⅴ、自らが生産・販売・提供する製

品及びサービスに関する項目 
     1 件 

主要得意先の納品を通

箱にして無包装化する

ことにより廃棄物削減

に努めた。 

注記 1：Ⅱ2）汚泥リサイクル化は増加目標とする。注記 2）電力の 1kWh の排出係数は 0.445（kg－CO₂/kWh） 

注記 3：生産量の実績 2021 年 1 月～12 月 1771.82t  
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8．環境活動取組結果の評価と次年の取組内容 

今回の評価は 2022 年 1 月から 2022 年 12 月までを運用期間としている。 

＜環境活動取組結果の評価＞ 

☆目標達成 

二酸化炭素排出量、電力使用量、液化ガス使用量、ガソリン使用量、 

灯油使用量、廃棄物排出量、廃棄物リサイクル化、水使用量 

▲目標未達成 埋立廃棄物、化学物質の適正使用 

☆二酸化炭素排出量の取組結果 基準値を 4.7％上回り目標 1％削減を達成。 

☆電気使用量削減の取組結果 基準値を 2.2％上回り目標 1％削減を達成。 

・エアコン、電気、モーター、集塵機の消し忘れを徹底した。 

☆化石燃料の取組結果  

 ☆液化石油ガスの取組結果 基準値を 3.9％上回り目標 1％削減を達成。 

・３月末に焼成炉の燃焼機器交換と調整を行った。 

・７月に燃焼効率アップのため焼成炉新窯のラジアントチューブと 

マニホールドを更新した。 

   ・１０月に前処理乾燥炉の熱風発生装置の仕様変更工事をした。 

 ☆ガソリン使用量の取組結果 基準値を 19.2％上回り目標 5％を達成。 

   ・近隣の移動は自転車を使用した。 

 ☆灯油使用量の取組結果 基準値を 7.3％上回り目標 1％削減を達成。 

   ・灯油ストーブの消し忘れ防止を引き続き徹底した。 

 ☆廃棄物排出量削減の取組結果 

   廃棄物排出量の取組結果 基準値を 3.4％上回り目標 1％削減を達成。 

   ・硫酸の更新頻度を半分に減らし大幅削減ができた。 

 ▲埋立廃棄物の取組結果 基準値を 4.7％下回り目標 1％は未達成。 

   ・溶出による汚泥削減のため 3月に中和槽に溜まった汚泥をバキューム車 

で処分した。 

   ・溶出による汚泥削減のため９月からブースの側溝にたまった釉薬の回収 

を月１回から週１回に変更。  

 ☆廃棄物リサイクル化の取組結果 8.3％をリサイクル化して目標 4.12％を達成 

   ・５月から廃酸をリサイクルにまわせた事が達成につながった。 

 ☆水使用量削減の取組結果 基準値を 9.0％上回り目標 1％を達成した。 

   ・各部署での水使用メーターの毎日の確認により節水意識を習慣化した。 

 ▲化学物質の適正使用の取組結果 基準値を 2.1％下回り目標 1％削減は未達成。 

   ・釉薬管理簿で無駄な釉薬の購入を抑え、廃棄釉薬を減らす努力をしたが 

未達成だった。 

☆自らが生産・販売・提供する製品及びサービスに関する項目については、 

  主要得意先の納品を通箱にすることにより廃棄物を出さないようにしている。 
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1）2023 年以降取組内容 

・2022 年達成項目 

 二酸化炭素排出量、電力使用量、液化石油ガス使用量、ガソリン使用量、 

灯油使用量、廃棄物排出量、廃棄物リサイクル化、水使用量 

・2022 年未達成項目  埋立廃棄物量、化学物質の適正使用 

・下記取組事項により 2023 はすべての削減目標を達成したい。 

電力・LPG 削減 

削減目標を達成するために、下記内容を徹底する。 

*焼成炉の見直しによりバーナーの稼働数を減らしガス使用量削減。 

*引き続きエアコン、電気、モーター、集塵機の消し忘れを徹底。 

*食堂エアコンのインバータ化検討。 

*乾燥炉燃焼器具更新によるガス削減。 

*新設前処理エアコンの温度管理の徹底。 

*工場内放送の定時以降電源停止 

ガソリン消費量削減 

引き続き削減目標を達成するために下記内容を徹底する。 

*消耗品購入での社用車使用を減らす。（ネット購入、商社購入） 

灯油使用量削減 

引き続き削減目標を達成するために下記内容を徹底する。 

*会議室・食堂などの灯油ストーブの無駄のない点火・消火を徹底する。 

廃棄物の削減 

埋立汚泥の削減を達成するために下記内容を徹底する。 

*回収できるブースを新設し廃釉薬を減らす。 

*週１回の側溝汚泥掃除を継続する。（排水処理負荷削減による汚泥削減のため） 

*木くず削減のためキッチンパネル材料搬入時の木枠を返品する。 

水使用量削減 

引き続き削減目標を達成するために下記内容を徹底する。 

*全体朝礼で節水の大切な理由（排水処理のコスト削減）を繰り返し説明する。 

 

化学物質の適正使用 

*自動ガンの取入れによる不良削減で釉薬消費量を削減する。 

 

自らが生産・販売・提供する製品及び、サービスに関する項目 

*引き続き主要得意先の納品を通箱にすることにより廃棄物を出さないようにする。 
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中長期数値目標 （生産量ｔあたり） 

2021 年 1 月～12 月の 1 年間の実績を基準値として下記の削減目標で削減する。 

取り組み項目 
基準値 

絶対値 
単位[原単位] 

2023年 

削減目標 

2024年 

削減目標 

2025年 

削減目標 

 Ⅰ、二酸化炭素排出量の削減 

1,301.67 

 

kｇ-ＣＯ₂/生産量（ｔ） 

 

5.0% 5.3% 5.6% 

1,236.58 1,232.68 1,228.78 

2306 ｔ-CO 総量 総量 総量 

  1）電力使用量の削減 575.78  kWh/生産量（ｔ） 
2.5% 2.8% 3.1% 

561.39 559.66 557.93 

  2）化石燃料の削減          

 

 

・液化石油ガス使用量の削減 342.35  ｋｇ/生産量（ｔ） 
4.2% 4.5% 4.8% 

327.97 326.95 325.92 

・ガソリン使用量の削減 0.17 ℓ/生産量（ｔ） 
23% 30% 35% 

0.13 0.12 0.11 

・灯油使用量の削減 0.99 ℓ/生産量（ｔ） 
5% 6% 7% 

0.94 0.93 0.92 

Ⅱ、廃棄物排出量の削減 446.28  ｋｇ/生産量（ｔ） 
3.7% 4.0% 4.3% 

429.77 428.43 427.09 

1） 埋立廃棄物の削減 

 
300.46  ｋｇ/生産量（ｔ） 

1% 2% 3% 

297.46 294.45 291.45 

2） 廃棄物リサイクル化 

 

 廃棄物排出

量 4.12％以上 

廃棄物リサイクル量/ 

廃棄物排出係数量 
8.6% 8.9% 9.2％ 

Ⅲ、水使用量の削減 14.27  ㎥/生産量（ｔ） 
10%    11% 12% 

12.84 12.70 12.56 

Ⅳ、化学物質の適正使用 15.78  ｋｇ/生産量（ｔ） 
1% 2% 3% 

15.62 15.46 15.23 

Ⅴ、自らが生産・販売・提供する製品 

及びサービスに関する項目 
顧客仕様に基づく受注生産の中で対応する。 

注記 1：Ⅱ2）汚泥リサイクル化は増加目標とする。「自らが生産・販売・提供する製品及びサービスに

関する項目」は新たな活動を検討する。 

注記 2：生産量の実績 2022 年 1月～12月 1802.72ｔ 

注記 3：電力の 1ｋWhの排出係数は 0.445（ｋｇ-CO₂/kWh） 

 

9 

 

 



9.環境関連法規制等への違反、訴訟等の有無 

（1） 適用となる主な環境関連法規 

  1.廃棄物処理法 

  2.毒物及び劇物取締法 

  3.労働安全衛生法 

4.ＰＲＴＲ法 

  5.騒音規制法 

  6.振動規制法 

  7.県民の生活環境の保全等に関する条例 

  8 県民の生活環境の保全等に関する条例施行規則 

  9.水質汚濁防止法 

  10.公害防止組織法 

  11.浄化槽法 

  12.大気汚染防止法 

13.国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律 

  14.家電リサイクル法 

  15.自動車リサイクル法 

  16.資源の有効な利用の促進に関する法律 

  17.春日井市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例 

  18.春日井市生活環境の保全に関する条例 

19.フロン排出抑制法  

  20.ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法 

  21.水銀による環境の防止に関する法律 

  22.省エネ法 

  23.消防法 

   

（2）違反、訴訟の有無 

  上記環境関連法については、遵守状況チェック表により、確実に法規を遵守し

ていることを確認した。 

  また、過去 3 年間、関係各機関から特に指摘・指導はなく、訴訟も 1 件も 

  なかった。 

 

 

遵守状況の確認日：2022年 12月 31日 
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実施日 2023年 2 月 3 日 

 

10.代表者による全体の評価と見直しの記録 
 

全体評価・コメント 代表者：畑 慶彦 環境管理責任者：小嶋高志  

下記項目については目標を達成した。 

二酸化炭素排出量、電力使用量、液化石油ガス使用量、ガソリン使用量、灯油使用量、 

廃棄物排出量、廃棄物リサイクル化、水使用量 

なかでも基準値に対して二酸化炭素排出量は 4.7％、水使用量は 9.0％と目標の 1％削減を大幅に達成し

た。但し、埋立廃棄物、化学物質の適正使用については目標達成だった。  

不良率の低減においては自動ガンの取入れ等により次年度は不良率の 10％以内削減をして目標を 

達成したい。  

1.インプット  

  項目 報告事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 
法的要求事項及び当社が同意 

するその他の要求事項の遵守 環境関連法規制等一覧表および遵守リスト参照 

2 
苦情を含む外部の利害関係者 

からのコミュニケーション 

特になし  

3 

当社の環境パフォーマンス 

（環境改善計画・実績） 

 

環境経営レポート 7．環境経営目標の実績参照。 

不良率低減と生産ロット見直しに 

よる生産効率のアップ及び 

温室効果ガス、廃棄物排出量削減。 

不良率は平均 0.6％改善したが 14.75％と高止まりのため、 

不良率 10％以下を目標にして生産効率をあげる必要がある。 

廃棄物リサイクル 廃硫酸を廃棄処分からリサイクルにすることにより目標を 

達成できた。 

4 
目標を達成している程度（3年 

間の目標について） 
2023年の目標を 2022年実績より高い目標に設定する。 

5 

是正処置及び予防処置の状況 化学物質の適正管理については現状では改善が厳しい 

ため自動ガンの取入れによる不良率低減による釉薬消費量 

削減に取り組みたい。 

6 

環境関連法規およびその他の 

法的要求事項の変化の状況 

水質汚濁防止法 

ほう素及びその化合物、ふっ素及びその化合物の 

暫定排水基準の適用期限が延長された。 

排水規制の対応。 

暫定基準から一律基準へ 
暫定基準延長されたが一律基準に対応できる状態にしたい。 
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7 

昨年度の代表者の見直しによる 

指示事項に対する実施状況 

1、釉薬排水削減をして埋立廃棄物の目標達成をする事。 

：釉薬排水の濃度をさげて汚泥量を減らすため、９月から 

週に１回側溝の汚泥掃除をしたが目標達成できなかった。 

2023年は１月から週に１回に側溝掃除を継続し、埋立汚泥 

の目標達成をしたい。 

 

2、廃硫酸を社内で再生し廃棄物リサイクルをふやす事。 

：再生品を社内と５月から取引業者で再利用することにより 

目標達成ができた。 

 

 

2.アウトプット 

今回対象期間に目標達成できなかった項目に関しては以下の検討する事。 

  項目 変更の必要性  変更内容 

 

①  環境経営方針 なし   

②  環境経営目標・環境経営計画 あり 

1、 ライン乾燥炉の燃焼機器更新による 

液化石油ガス使用量の削減を 

すること。 

 

2、 自動ガンによる不良率削減により 

化学物質の適正使用に努めること。 

 

 

③  環境経営システム なし  

④  実施体制 なし  

3.その他の取組結果 

環境経営目標・環境経営計画：前年対比で不良率（15.35％⇒14.75％）は 0.6％減少。廃

棄率（4.2％⇒4.7％）は 0.5％悪化、ダコン率は社内ダコン（0.93％⇒0.85％）は 0.08％

改善、社外ダコン（0.29％⇒0.17％）は 0.12％改善した。 
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